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SIPが変える
これからの防災

超スマート社会「Society 5.0」
の実現に向けたSIP防災の取組

レジリエントな防災・
減災機能の強化

◯◯町の交差点まで
津波が来るらしい
すぐ逃げよう…！

電話がたった数10分で
回復したぞ…！　内線が確保できた。
被害状況を伝えるために県庁と支所の

通信も確保しておこう

このタブレットで
通行可能な最適ルートが
わかるからすぐ着いた！

すぐ処置に
取り掛かれた！

このルートで
被災現場に行けそうだ
救助に向かおう

もうため池が決壊しそう
だから住民に避難を
呼びかけよう

気をつけてね

いつどこに降るか
教えてくれるから
もうゲリラ豪雨って
呼べないね

あと10分で止むから
雨宿りして待とう

◯◯語で
避難情報が来たわ
私たちもすぐ逃げましょう

雨が降る前にシートを
掛けきれてよかった

よし30分後に
コンディションを
合わせよう

あと20分で雨が
止むそうですので
30分後に競技を
再開します

被害が出たとの予測が届き、
既に消防隊が現地に
向かいました！

今の地震で
石油タンクに

被害は出てないか？ 0600 07000500

SNSも役に立つ
じゃない！

土砂崩れの
可能性が高そうだ

レジリエントな防災・
減災機能の強化
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SIP防災とは
SIP防災は、「レジリエントな防災・減災機能の強化」で、戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）が取り組む11課題のひとつです。
将来の大規模自然災害からわが国を護りきり、国民の安全・安心と、わが国の国際プレゼンス・産業力を確保することを大目標に、「災害関
連情報の共有（レジリエンス情報ネットワーク）」を基軸として、予測（災害を察知し正体を知る）、予防（災害に負けない都市インフラを整備
する）、対応（災害が生じたときに被害を最小限に食い止める）の3項目に資する7つの課題の研究開発を推進しています。

課題 研究責任者 所属機関 課題概要 課題内容問合せ先

予
測

課題 ❶ 津波予測技術の研究開発 青井 真

国立研究開発法人 
防災科学技術研究所

レジリエント防災・減災
研究推進センター

陸域の津波遡上浸水予測を初めて実
現。津波検知後 数分で高精度（10m
メッシュ）な陸上への浸水予測情報を
提供。安全な住民避難・迅速な救援活
動に貢献。

国立研究開発法人 防災科学技術研究所
青井、 鈴木
Tel ： 029-851-1611

課題 ❷ 豪雨・竜巻予測技術の
研究開発 高橋 暢宏

国立研究開発法人 
情報通信研究機構

電磁波研究所リモート
センシング研究室

世界初の最新気象レーダ「MP-PAWR
（エムピーパー）」を開発。ゲリラ豪雨・
強風予測情報を高精度に提供。イベン
ト運営から洗濯物の取込みまで活用。

国立研究開発法人 情報通信研究機構
中川
Tel ： 042-327-5378
E-mail :  MP-PAWR-NICT@ml.nict.go.jp

予
防 課題 ❸

大規模実証実験に基づく
液状化対策技術の
研究開発

菅野 高弘

国立研究開発法人 
海上・港湾・航空技術
研究所

港湾空港技術研究所

巨大地震に対する強靭な社会基盤の
実現。24時間操業を続けたまま調査・
耐震診断・耐震対策を早く・安く実施
することが可能。

国立研究開発法人 
海上・港湾・航空技術研究所　
菅野、 小濱、 伊藤
Tel ： 046-844-5058

対
応

課題 ❹
ICTを活用した情報共有
システムの開発及び
災害対応機関における
利活用技術の研究開発

臼田 裕一郎

国立研究開発法人 
防災科学技術研究所

レジリエント防災・減災
研究推進センター

様々な災害情報を災害対応機関間で
即時に共有。数多くの機関・団体が同
時並行的に活動する災害時に求めら
れる状況認識の統一と的確な活動に
貢献。

国立研究開発法人 防災科学技術研究所
臼田、 花島
Tel ： 029-863-7553, 7314

課題 ❺
災害情報収集システム
及びリアルタイム被害推定
システムの研究開発

藤原 広行

国立研究開発法人 
防災科学技術研究所

レジリエント防災・減災
研究推進センター

地震発災後10分以内に被害推定情
報を提供。災害状況の早期推定によ
り、迅速な対応の実現に貢献。

国立研究開発法人 防災科学技術研究所
中村、 高橋
Tel : 029-863-7623, 7816

課題 ❻ 災害情報の配信技術の
研究開発 熊谷 博

国立研究開発法人 
情報通信研究機構

耐災害ICT研究センター

情報孤立から被災地を救う応急通信
システム（ICTユニット+NerveNet）
の実用化。持ち運び可能かつ数十分
あればセット完了。通信が途絶えた被
災地で迅速な通信の回復に貢献。

国立研究開発法人 情報通信研究機構
久利、 大和田
Tel ： 022-713-7618
E-mail :  Nerve-NICT@ml.nict.go.jp

課題 ❼
地域連携による地域災害
対応アプリケーション
技術の研究開発

野田 利弘 名古屋大学 減災連携
研究センター

地方自治体、全国各地の企業、また
地元自治会の防災・減災にも活用可
能な、利用者視点に立ったアプリを開
発。地域防災力向上に貢献。

名古屋大学 減災連携研究センター
あいち・なごや強靱化共創センター
Tel ： 052-789-3468

SDGｓにも寄与しています。

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）とは

総合科学技術・イノベーション会議の司令塔機能強化の3本の矢

　SIPとは、内閣府総合科学イノベーション会議が司令塔機能を発揮して、府省の枠や旧来の分野を超えたマネジメントによ

り、科学技術イノベーション実現のために創設した国家プロジェクトである。国民にとって真に必要な社会的課題や、日本経済

再生に寄与できるような世界を先導する課題に取り組む。平成26年度からは第１期の11課題（「重要インフラ等におけるサイ

バーセキュリティの確保」のみ平成27年度から）、平成30年度からは第２期の12課題を推進している。各課題を強力にリード

するプログラムディレクター（PD）を中心に産学官連携を図り、基礎研究から実用化・事業化、すなわち出口までを見据えて一

気通貫で研究開発を推進している。

　日本の経済再生と持続的経済成長を実現するには、科学技術イノベーションが不可欠である。総合
科学技術・イノベーション会議では、内閣総理大臣、科学技術政策担当大臣のリーダーシップの下、我
が国全体の科学技術を俯瞰する立場から、総合的・基本的な科学技術・イノベーション政策の企画立
案および総合調整を進めてきた。そうした中、自らの司令塔機能を強化する目的で打ち出されたのが、
「政府全体の科学技術関係予算の戦略的策定」、「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）」、「革
新的研究開発推進プログラム（ImPACT）」の3つの施策である。

創設の背景

● 社会的に不可欠で、日本の経済・産業競争力にとって重要な課題を総合科学技術・イノベーション会議が選定。

● 府省・分野横断的な取り組み。

● 基礎研究から実用化・事業化までを見据えて一気通貫で研究開発を推進。

● 企業が研究成果を戦略的に活用しやすい知財システム。

● 国際標準・知財戦略、ベンチャー支援等の制度改革も組み込む。

SIPの特徴

1 2 3
総合科学技術・イノベーション会議が府
省・分野の枠を超えて自ら予算配分し
て、基礎研究から出口（実用化・事業化）
までを見据え、規制・制度改革を含めた
取り組みを推進。

「科学技術イノベーション総合戦略
2016」等により、各府省の概算要求の
検討段階から総合科学技術・イノベー
ション会議が主導。政府全体の予算の
重点配分等をリードしていく新たなメカ
ニズムを導入。（大臣が主催し、関係府
省局長級で構成する「科学技術イノベー
ション予算戦略会議」を10回開催）

政府全体の科学
技術関係予算の
戦略的策定

実現すれば産業や社会の在り方に大き
な変革をもたらす革新的な科学技術イ
ノベーションの創出を目指し、ハイリス
ク・ハイインパクトな挑戦的研究開発を
推進。

課題名 PD・所属

革新的燃焼技術

杉山 雅則
トヨタ自動車株式会社
未来創生センター
エグゼクティブアドバイザー

次世代パワー
エレクトロニクス

大森 達夫
三菱電機株式会社 
開発本部 主席技監

革新的構造材料

岸 輝雄
新構造材料技術研究組合 理事長
東京大学 名誉教授
国立研究開発法人
物質･材料研究機構名誉顧問

エネルギーキャリア
村木 茂
東京ガス株式会社 
アドバイザー

次世代海洋資源
調査技術

浦辺 徹郎
東京大学 名誉教授
国際資源開発研修センター 顧問

自動走行システム

葛巻 清吾
トヨタ自動車株式会社
先進技術開発カンパニー
常務理事

課題名 PD・所属

インフラ維持管理・
更新・マネジメント技術

藤野 陽三
横浜国立大学 
先端科学高等研究院 
上席特別教授

レジリエントな
防災・減災機能の強化

堀 宗朗
東京大学 地震研究所
巨大地震津波災害予測研究センター
教授・センター長

重要インフラ等における
サイバーセキュリティの
確保

後藤 厚宏
情報セキュリティ大学院大学
学長

次世代農林水産業
創造技術

野口 伸
北海道大学大学院 
農学研究院 教授

革新的設計生産技術
佐々木 直哉
株式会社日立製作所 
研究開発グループ 技師長

　府省連携、産学官連携のためには司令塔機能が不可欠だと考え、SIPでは、産学官を確実に連携できる強力なリーダーシップを備えた
プログラムディレクター（PD）を選定した。また、内閣府自らが予算を確保し、各省庁へ予算を移し替えて実施するという、従来にない画
期的な仕組みを構築している。

←外部有識者

↑
内閣府の

支援体制を拡充

公募により、産学からトップクラスのリーダーをPDとして選出

総合科学技術・イノベーション会議

ガバニングボード（有識者議員）

プログラム統括（H30年度新設）

PD（内閣府に課題ごとに置く）

関係府省研究機関、大学、民間企業 等

●  課題ごとにPDを選定。

●  PDは関係府省の縦割りを打破し、府省を横断する視点からプ
ログラムを推進。

●  ガバニングボード（構成員：総合科学技術・イノベーション会議
有識者議員）が評価・助言を行う。

●  内閣府→各省庁へ移し替え→管理法人→研究主体（内閣府計
上の「科学技術イノベーション創造推進費」を確保）

実施体制

予算の流れ

第１期プログラムディレクター

どのような実施体制で行うか

課題ごとに以下の体制を整備

推進委員会
PD（議長）、関係省庁、専門家、
管理法人、内閣府（事務局）
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病院

ため池

避難所

坂道
坂道
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L
石油タンク

競技場

SIP防災が創る
2020年の安全・安心な社会

津波

ゲリラ豪雨

水没アンダーパス

いつどこに降るか
教えてくれるから
もうゲリラ豪雨って
呼べないね

あと10分で止むから
雨宿りして待とう

ゲリラ豪雨
なんとかして～

被害が出たとの予測が届き、
既に消防隊が現地に
向かいました！

今の地震で
石油タンクに

被害は出てないか？確認に数時間
かかるそうです

今の地震で
石油タンクに

被害は出てないか！？

雨が降る前にシートを
掛けきれてよかった

よし30分後に
コンディションを
合わせよう

あと20分で雨が
止むそうですので
30分後に競技を
再開しますいつまで

待たされるんだ？
集中力が持たないよ

◯◯語で
避難情報が来たわ
私たちもすぐ逃げましょう

皆どこに
逃げようとしているの？

日本語のメールが
来たけどわからない

電話がたった数10分で
回復したぞ…！　内線が確保できた。
被害状況を伝えるために県庁と支所の

通信も確保しておこう
助けは…電話が
繋がらないぞ

・・・・

通信復旧に2日
かかるみたいです

0600 07000500

SNSも役に立つ
じゃない！

土砂崩れの
可能性が高そうだ

SNSはちっとも
役に立たない

SNSを見てる
暇がない
デマもあるし

もうため池が決壊しそう
だから住民に避難を
呼びかけよう

気をつけてね

うちのため池が溢れて
いるかも！確認しに
行かなきゃ…

危ないからだめ！

このタブレットで
通行可能な最適ルートが
わかるからすぐ着いた！

すぐ処置に
取り掛かれた！

どこの病院に
向かえばいいんだ

お医者さん
早く来て

◯◯町の交差点まで
津波が来るらしい
すぐ逃げよう…！

千葉県沿岸に
◯メートルの

津波が予想されます

我が家まで津波は
来るかな？
避難すべき？

このルートで
被災現場に行けそうだ
救助に向かおう

ザワザワザワザワ

ザワザワザワザワ

◯◯からの
情報はまだか？

いつになったら
分かるんだ

情報がないから
現場に行けないよ

リアルタイムな
災害情報の共有

SIP4D

従来 SIP防災

10ｍメッシュでの
津波遡上予測

陸域への津波遡上予測陸域への津波遡上予測

従来 SIP防災

従来 SIP防災

新型レーダーで
数10分後の降雨量を予測

MP-PAWR
エム-ピーパー

訪日外国人・日本在住者の
区別なく、どの国のスマホでも
翻訳された災害情報を配信

非常時通信システム
エリアメール

従来 SIP防災

ため池の決壊予測

ため池防災支援ため池防災支援
システム

従来 SIP防災

災害時の大量ツイートを
AIで抽出・要約

D-SUMM
災害状況要約システム災害状況要約システム

従来 SIP防災

ケガ人のもとに
DMATを救急派遣

SIP4D

従来 SIP防災

機動的な
応急通信ネットワークの実現

非常時通信システム非常時通信システム
ICTユニット

従来 SIP防災

石油コンビナートの
被害予測

液状化対策技術液状化対策技術

従来 SIP防災

災害対策室

世界初

世界初

新型レーダーで
数10分後の降雨量を予測

MP-PAWR
エム-ピーパー

従来 SIP防災

世界初

防災情報サービス
プラットフォーム

土砂災害危険度
評価システム

浸水予測システム

※　　　　　　　　 ～　　 　　 　　 　　 　　 は、各課題紹介パンフレットの番号に対応しています。は、各課題紹介パンフレットの番号に対応しています。

レジリエントな防災・減災機能の強化

災害大国を生き抜き、未来へと繋ぐ社会を目指して
産学官の連携による災害情報システムを実現

研究開発テーマ

　東日本大震災をはじめとする大地震、火山噴火、超大型台風やゲリラ豪雨といった極端気象など、近年、頻発する自然

災害による被害はさらに甚大さを増している。今世紀半ばには南海トラフ大地震の襲来も危惧されており、大規模自然

災害の発生にも耐えうる社会インフラの構築は喫緊の課題である。レジリエントな防災・減災機能の強化は、リアルタイ

ムな災害情報の共有と利活用により、現在、そして次世代の人々が安心して生きていける社会の実現を目指す。

予測・予防・対応に関わる災害情報を府省間で共有するレジリエンス災害情報システムの構築を目指す。

災害情報収集システム
及びリアルタイム被害
推定システム

❺

災害情報の配信技術❻

地域連携による
地域災害対応
アプリケーション技術

❼大規模実証実験等に
基づく液状化対策技術❸

豪雨・竜巻予測技術❷

津波予測技術❶

予測 対応

予防

● 数分後の高精度津波遡上域予測

● 情報弱者を含む市民や自治体等
への災害情報の配信

●応急通信技術

● 地震発生1分後の地震動分布、
30分後被害推定（全国250m
メッシュ）

● 湾岸施設の「使いながら」液状化
診断と補強

●1時間前豪雨予測、浸水域予測
●30秒毎降雨分布定量観測

● 地域減災シンクタンク設立
●災害対応アプリ

プログラムディレクター

堀 宗朗
東京大学 地震研究所
巨大地震津波災害予測研究センター
教授・センター長

Profi le
1984年東京大学工学部土木工学科卒業。87年カリフォルニ
ア大学サンディエゴ校応用力学基礎工学科（Ph.D.）を卒業。東
北大学工学部講師、東京大学工学部助教授などを経て、2001
年より東京大学地震研究所教授、2012年より現職。同年より
理化学研究所計算科学研究機構の総合防災・減災研究ユニッ
トリーダーも務める。専門は応用力学、地震工学、計算工学。
主な研究テーマは高性能計算の地震工学への応用など。

ICTを活用した
情報共有システム及び
利活用技術

❹

● 府省庁連携情報共有システム
（SIP4D）による情報集約・加工・
提供


